
公 示

に係る特定建設工事共九州大学（箱崎） 工事旧理・工・農・人文社会科学系地区跡地汚染土壌処理等

同企業体の一般競争参加資格審査申請について

標記について、下記要領により特定建設工事共同企業体（以下「特定ＪＶ」という ）の一般競争参加。

資格審査を受け付けることとしたので、希望者は申請されたく、公示する。

令和元年６月１１日

国立大学法人九州大学

総長 久 保 千 春

記

（箱崎）旧理・工・農・人文社会科学系地区跡地汚染土壌処理等工事１．工 事 名 九州大学

東区箱崎 九州大学構内２．工事場所 福岡市 ６丁目１０番１号

、 、３ 工事概要． 箱崎キャンパスにおける旧理・工・農・人文社会科学系地区跡地の汚染土壌処理 舗装
地下埋蔵物（コンクリート基礎等）等の撤去・搬出工事
本工事対象面積 約２８９，０００㎡、汚染面積 約２５，０００㎡

3汚染土量 約３５，０００m
汚染物質 水銀・鉛・砒素・六価クロム・フッ素・セレン

４．工 期 まで令和２年１２月１１日（金）

５．特定ＪＶ競争参加資格審査申請書及び作成要領の交付期間、交付場所及び交付方法

（ ） 、 、１ 交付期間 までの土曜日 日曜日及び祝日を除く毎日令和元年６月１１日から令和元年７月１日

午前９時から午後５時まで（ただし、最終日は まで 。正午 。）

〒８１９－０３９５（２）交付場所

福岡県福岡市西区元岡７４４

国立大学法人九州大学施設部施設企画課工事契約係

電話番号０９２－８０２－２０４５

（３）交付方法

土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、午前９時か①令和元年６月１１日から令和元年７月１日までの

ら午後５時まで 電子メールにより交付する。（ただし、最終日は正午まで 、。）

申請書及び作成要領を希望する者は、下記の交付用電子メールアドレスに会社名、担当者名及び

連絡先（会社住所、電話番号、ＦＡＸ番号等）を明記し、申し込むこと。

kouji-1@jimu.kyushu-u.ac.jp
②申請書及び作成要領の交付にあたっては無料とする。

③申請書及び作成要領を申し込む際の電子メールの件名は、

【特定 申請書等申込 「九州大学 旧理・工・農・人文社会科学系地区跡地汚染土壌処JV 】 （箱崎）

理等工事 （会社名称）とすること。」

④電子メールによる申し込み受信確認後、申込者にデータのダウンロード用ＵＲＬを記したメールを

返信する。

６．特定ＪＶ競争参加資格審査申請書の提出期間、提出場所及び提出方法

（１）提出期間 までの土曜日、日曜日及び祝令和元年６月１１日（火）から令和元年７月１日（月）

日を除く毎日、午前９時から午後５時まで（ただし、最終日は正午まで 。。）

〒８１９－０３９５（２）提出場所



福岡県福岡市西区元岡７４４

国立大学法人九州大学施設部施設企画課工事契約係

電話番号０９２－８０２－２０４５

（３）提出方法 上記の場所へ持参又は郵送（郵便書留等配達の記録が残る方法に限る）すること。

７．特定ＪＶの構成員の数及び資格要件等

次に掲げる条件を全て満たしている者により構成される特定建設工事共同企業体であること。

（１）国立大学法人九州大学契約事務取扱規程第５条及び第６条の規定に該当しない者であること。

（２）会社更生法に基づき更生手続き開始の申立てをした者又は民事再生法に基づき再生手続き開始の申

立てをした者にあっては、手続き開始の決定を受けた後に審査を受けた一般競争参加者の資格を有す

る者であること。

（３）文部科学省において の一般競争参加者の資格（会社更生法に基づき更生手続き開始の土木一式工事

申立てをした者又は民事再生法に基づき再生手続き開始の申立てをした者にあっては、手続き開始の

決定を受けた後に審査を受けた一般競争参加者の資格をいう を有し 一般競争参加者の資格 平。） 、「 」（

成１３年１月６日文部科学大臣決定 第１章第４条で定めるところにより算定した点数 一般競争 指） （ （

名競争）参加資格認定通知書の記２の点数）が、単体又は共同企業体での参加の場合の構成員の代表

者は （共同企業体の場合の構成員のうち代表者以外の構成員にあっては ）以上１，１５０点 ９５０点

であること。

（４）平成 年度以降（ ）に元請けとして完成・引渡しが完了した次の基準を満たす工事１１ 過去２０年度

を施工した実績を有すること（共同企業体の構成員としての実績は、出資比率が２０％以上の場合の

ものに限る 。。）

① 共同企業体の代表者

土壌汚染対策工事※1,2（汚染土量７，０００m3以上）の施工実績

② 共同企業体の代表者以外の構成員

土壌汚染対策工事※1,2（汚染土量３，５００m3以上）の施工実績

※ 土壌汚染対策工事は、土壌汚染の除去（掘削除去や原位置浄化）に該当の工事とする。1
※ 土壌汚染対策工事の対象物質は、第一種、第二種、第三種特定有害物質又は油の 種類以上とす2 1

る。

ただし、経常建設共同企業体にあっては、構成員のうち１社が、上記①の施工実績を有し、その他

の構成員は、上記②の施工実績を有すること。また、事業協同組合にあっては、事業協同組合とし

ての上記①の施工実績を有すること。

（５）建設業法（昭和２４年法律第１００号）上の建築工事業につき、許可を有しての営業年数が５年以

上であること。ただし、相当の施工実績を有し、確実かつ円滑な施工が確保できると認められる場合

においては、許可を有しての営業年数が５年未満であっても同等として取り扱うことができるものと

する。

（６）構成員の数は、 とすること。３社以内

（７）結成方法は、自主結成とすること。

（８）構成員の最小出資比率は、均等割の１０分の６を下回らない範囲とすること。

（９）代表者は、施工能力が最大で、かつ出資比率が構成員中最も高い者とすること。

８．資格審査

提出された書類に基づき審査を行い、資格の等級等を決定する。

９．資格認定の通知

総長から、一般競争参加資格認定通知書により、資格認定の通知を行う。

１０．資格の有効期間

認定の日から当該工事の完成引渡しが完了する日までとする。ただし、落札者以外の者にあっては、

当該工事に係る契約が締結される日までとする。

１１．その他



（１）企業体の名称は 「○○・○○特定建設工事共同企業体」とすること。、

（２）同一の者が２以上の共同企業体の構成員となって申請することはできない。


